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１ 評価について 

令和３年度から令和７年度を計画期間とする「まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市

総合戦略（以下、第２期小浜市総合戦略）」は、第６次小浜市総合計画内における人口減少

対策について、重点的・優先的に進める政策・施策を取りまとめたものです。 

計画では、３つの基本目標に基づく各取組みに対し、令和７年度を目標とした重要業績

評価指標（ＫＰＩ1）を設定しており、毎年度の進捗状況を翌年度に評価し、目標や指標の

達成に向けた事業推進につなげていくこととしています。 

２ 評価基準について 

    評価シートにおける評価基準は「第２期小浜市総合戦略」で定めたＫＰＩに対しての令 

 和５年度の到達状況を以下のとおり４段階（Ａ～Ｄ）で示しています。 

 

Ａ…令和５年度の目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成） 

Ｂ…令和５年度の目標値に到達していないが、基準値より数値が上昇（順調） 

Ｃ…基準値と数値が同一（停滞） 

Ｄ…基準値より数値が下降（縮小） 

３ 令和５年度ＫＰＩの達成状況について 

   「第２期小浜市総合戦略」で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）全１８項目について、

令和６年３月末を基準日として調査しました。                   

戦略策定時の基準値から数値の推移について、達成段階によりＡ～Ｄの記号で判定した

結果、Ａ判定（令和５年度の目標値に到達し、基準値より数値が上昇）が３８．９％、Ｂ

判定（基準値より数値が上昇）が２７．８％、合計で６６．７％の項目が目標達成に向け

て推移する一方、Ｄ判定（基準値より数値が下降）の項目が２７．８％となりました。 

 

判定記号 項目数 構成比 参考（Ｒ３年度評価構成比） 

Ａ（達成） ７ ３８．９％ ３３．３％ 

Ｂ（順調） ５ ２７．８％ １６．７％ 

Ｃ（停滞） １ ５．５％ １１．１％ 

Ｄ（縮小） ５ ２７．８％ ３８．９％ 

上記「Ｄ」のうち新型コロナウイルス感染症が大きく影響した項目数 ４ 

※令和５年度目標値は一部コロナウイルス感染症の影響を加味して設定したものがあるため、 

結果として目標値には到達していますが、基準値よりは数値が下がるため「Ｄ評価」となっ

ている項目があります 

                             
1ＫＰＩ（重要業績評価指標）…Key Performance Indicators の略。事業ごとの進捗状況を検証するために設定する指標  
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４ 評価結果の一覧 

基本目標ごとのＫＰＩの評価結果一覧については、以下に掲載のとおりです。 

 

【まち・ひと・しごと創生 小浜市総合戦略 令和５年度評価結果一覧表】 

 

基本目標１ 「ひとづくり」新たな時代を担う人を育むまち 
 

No. 
重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 
基準値 

（参考値） 

R4実績値 
R5 目標値 R5 実績値 R7 目標値 評価 

基本的方向①安心して、子どもを産み育てられる環境づくり 

1 
地域子育て支援拠点

事業 実施施設数 

3箇所 

（R元年度） 
5箇所 6箇所 5箇所 7箇所 Ｂ 

2 
認定こども園への移

行園数 

1園 

（R元年度） 
3園 4園 3園 

5園 

（R元～R7合計） 
Ｂ 

基本的方向②次代を担う子どもを育てる環境づくり 

3 
キッチンスタジオ利

用者数 

1,092人 

（R2年度） 
2,362人 1,600人 2,406人 2,000人 Ａ 

4 
（公民館等における）

学級・講座の受講者数 

2,800人 

（R元年度） 
2,743人 2,600人 2,837人 3,000人 Ａ 

基本的方向③社会の担い手となるひとを増やす環境づくり 

5 

お試し体験住宅等を

利用して定住に結び

付いた人数 

9人 

（H27～R 元合計） 
0人 

6人 

（2人） 

7人 

（3人） 

10人 

（R3～ R7 合計） 
Ａ 
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基本目標２ 「しごとづくり」活力ある産業と雇用を創出するまち 
 

No. 
重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 
基準値 

（参考値） 

R4実績値 
R5 目標値 R5 実績値 R7 目標値 評価 

基本的方向①働きたくなる場と安定した雇用の創出 

6 
新規学卒者の地元就

職率 

73.0% 

（R元年度） 
83.6% 80.0% 83.5% 80.0% Ａ 

7 
ＵＩターン就職者の

数 

133人 

（R元年度） 

489人 

（R4年度 134人） 
690人 

663人 

（R5 年度 174 人） 

970人 

（R元～R7合計） 
Ｂ 

8 
空き店舗等を活用す

る事業所数 

2件 

（R元年度） 

8件 

（R4年度 2件） 
14件 

10件 

（R5年度 2件） 

20件 

（R元～R7合計） 
Ｃ 

基本的方向②地域資源を活かし、新しい技術を取り入れる産業振興 

9 
担い手への農地集積

率 

52.2% 

（R元年度） 
56.7% 80.0% 57.3% 80.0% Ｂ 

基本的方向③地域資源を活用した交流人口の増加 

10 観光交流人口 
189万人 

（R元年度） 
120万人 189万人 130万人 204万人 

Ｄ

※ 

11 観光消費額 
109億円 

（R元年度） 
89億円 125億円 99億円 128億円 

Ｄ

※ 

12 教育旅行受入者数 
5,935人 

（R元年度） 
5,419人 6,300人 5,185人 6,600人 

Ｄ

※ 

13 
国際交流関係イベン

トへの参加者数 

1,641人 

（R元年度） 
1,183人 1,600人 1,198人 2,200人 

Ｄ

※ 
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基本目標３ 「まちづくり」安全・安心に暮らせる住み心地の良いまち 
 

No. 
重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 
基準値 

（参考値） 

R4実績値 
R5 目標値 R5 実績値 R7 目標値 評価 

基本的方向①安全・安心な暮らしの確保 

14 
自主防災組織の結成

団体数 

112団体 

（R元年度） 
121団体 140団体 134団体 147団体 Ｂ 

15 
地域防災マップの作

成団体数 

0団体 

（R元年度） 
10団体 15団体 20団体 50団体 Ａ 

16 防災メール登録者数 
1,392人 

（R元年度） 
1,755人 1,700人 1,972人 1,900人 Ａ 

基本的方向②心身ともに健康で、いきがいのある生活の実現 

17 
ふれあいサロン設置

区数 

114区 

（R2年度） 
   114区 115区 115区 117区 Ａ 

基本的方向③市民一人ひとりが活躍する住み心地の良い地域づくり 

18 市民提案事業件数 
9件 

（R元年度） 
6件 10件 8件 12件 Ｄ 
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５ 有識者会議における委員からの意見等 
 

令和６年７月２３日に開催した「まち・ひと・しごと小浜市総合戦略有識者会議」に 

おいて意見交換した概要は次のとおりです。 

     

    指標 No.1 地域子育て支援拠点事業、No.2 認定こども園への移行園数について 

    ・新健康管理センターが新しく建てられ子育て機能が強化されており、４階の市民交流

エリアを含め親子や幅広い世代が交流する場にすることで子育てしやすい環境づくり

を目指してほしい。 

     

    指標 No.3 キッチンスタジオ利用者数について 

    ・高校生や成人女性を対象とした講座を実施していると聞いたが、中学生は部活動の地

域移行で土日の部活動が無くなっていることからも、中学生も利用し、多様な体験を

経験して欲しいと思う親も多い。中学生向けの講座が無ければ、せっかく良い施設も

あるので、中学生の課外活動の選択肢の一つとして考えてほしい。 

   

    指標 No.5 お試し体験住宅等を利用して定住に結び付いた人数について 

    ・移住者や U ターンしてきた人の中でも知り合いがいない、友達がいない、と孤独感を

感じている人が多いと聞く。 

お試し体験住宅を利用してきた方から、市役所の人からもらった資料以外の情報（ス

ーパーやお土産等）を知りたいという意見を聞くことから、今後、お試し体験住宅を

利用した人に、生活に密着した資料を渡すと移住しやすくなるのでは。また、移住サ

ポーターの活用も検討して欲しい。 

 

    指標 No.8空き店舗等を活用する事業所数について 

    ・創業の補助金もあると思うが、補助金を活用された方が創業してどうだったか、この

補助があって良かったのか、他にもこのような事に困っている等の意見をくみ上げ反

映することで、この補助金を活用する人が増えると思う。 

     また、創業後の創業者に対するフォローアップ体制等も重要と感じている。。 

 

    指標 No,12 教育旅行受入者数について 

・新たな体験の場の開発が必要と思うが、現在の施設の受入人数も限界にきているとい

う見解もあり、数値を見ていると 6,000人くらいが限界かなと思う。 

 ブルーパーク阿納については、自分の店も経営しながらという事もあり、受入人数の

上限を設定せざるを得ない。受入拡大に向けては、行政が応援し、地域でお手伝いし

ないと地元だけでは厳しい状況だと思う。 

 

  その他、ＫＰＩごとの意見については、別途意見シートでも聴取（評価シート内に記載）。 

  有識者意見については担当課にフィードバックすることで、各地施策に生かしていきます。 
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６．評価シート 

ＫＰＩごとの評価状況については、評価シート（別冊）のとおりです。 

 

７．評価結果の公表 

総合戦略（ＫＰＩ含む）については、達成状況や有識者会議の意見などをもとに、年度

ごとの評価を行い、その結果を公表しています。 

①ＫＰＩ等の達成状況の集約（担当課・事務局） 

②達成状況および評価の検証、意見集約（有識者会議） 

③評価結果の報告（庁議） 

④評価結果の公表（市公式ＨＰ） 

 

 

 

 

 



NO 所属等 氏名

1 福井大学 江川　誠一（議長）

2 小浜市議会 牧岡　輝雄

3 小浜商工会議所 坂下　貴洋

4 小浜市教育委員会 村上　郁子

5 福井県農業協同組合 中積　俊彦

6 （一社）若狭おばま観光協会 池田　歩

7 小浜市社会福祉協議会 中野　正勝

8 小浜商店街連盟 下仲　直美

9 小浜市民生委員協議会連合会 古谷　眞知子

10 小浜市ＰＴＡ連合会 山下　和彦

11 若狭青年会議所 濱坂　卓弥

12 小浜公共職業安定所 青柳　光紀

13 小浜市防災士の会 浦谷　美由紀

14 ＷＡＣおばま 鳥居　直也

15 浜っ子こども園なかよし会 松田　尚子

16 地域おこし協力隊（元） 相澤　弘美

〇小浜市まち・ひと・しごと創生総合戦略有識者委員名簿

（敬称略　順不同）

-　7　-



【別冊資料】 

 

まち・ひと・しごと創生 

第２期小浜市総合戦略 

 

有識者会議 令和５年度評価結果 

（評価シート） 
 

 

 

 

 

令和６年８月 

企画部 未来創造課 

 



 

まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 子ども未来課 指標 No.１ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 地域子育て支援拠点事業 実施施設数（地域子育て支援拠点事業を行う施設数） 

 １ 基本目標 「ひとづくり」新たな時代を担う人を育むまち 

 ① 基本的方向 安心して、子どもを産み育てられる環境づくり 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
３箇所 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 ５箇所 ５箇所 Ａ 

地域子育て支援拠点の設置を推

進し、きめ細かな子育てサービス

の提供を行うことにより、地域の

子育て支援機能の充実を図って

いる。 

親子の交流や子育て相談・指導

等、子育て世帯が参加しやすい環

境作りに努める。 

 

Ｒ４年度 ５箇所 ５箇所 Ａ  

新・健康管理センター内に子育て

世代包括支援センターや子ども

家庭総合支援拠点、一時預かり機

能を持った子育て支援センター

を設置し、相談窓口の集約化が図

れるよう準備を進めた。 

新・健康管理センターに移設する

子育て支援センターにおいて、親

子の交流や子育て相談等、これま

で以上に子育て世帯が参加しや

すい環境作りに努める。 

 

Ｒ５年度 ６箇所 ５箇所 Ｂ 

健康管理センター内に、一時預か

り施設を含む子育て世代包括支

援センターと子ども家庭総合支

援拠点を置き、児童等に対する一

体的支援を行うことで、相談窓口

の集約化を図った。 

健康管理センターに移転後も、引

き続き、子育て支援センターにお

いて、親子の交流や子育て相談

等、これまで以上に子育て世帯が

参加しやすい環境作りに努める。 

令和３年度から増加していないが、目標に向け達成する見

込みはあるか。具体的に話が進んでいる施設はあるのか。 

新健康管理センターが新しく建てられ子育て機能が強化さ

れており、４階の市民交流エリアを含め親子や幅広い世代

が交流する場にすることで子育てしやすい環境づくりを目

指してほしい。 

Ｒ６年度 ７箇所      

Ｒ７年度 

(目標値) 
７箇所      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 子ども未来課 指標 No.２ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 認定こども園への移行園数（幼稚園と保育所の機能を併せ持つ認定こども園へ移行する保育園数） 

 １ 基本目標 「ひとづくり」新たな時代を担う人を育むまち 

 ① 基本的方向 安心して、子どもを産み育てられる環境づくり 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
１園 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 ３園 ３園 Ａ 
今富そらのとり保育園が、認定こ

ども園そらのとりこども園へ移

行した。 

保育者のニーズや入園希望に対

して受け皿を準備する。 
 

Ｒ４年度 ３園 ３園 Ａ 

保育園の統廃合・民営化を見据

え、未満児の入園希望増等の保育

者のニーズに沿った施設整備を

検討する。 

保育者のニーズや入園希望に対

して受け皿を準備する。 
 

Ｒ５年度 ４園 ３園 Ｂ 

未満児の保育需要が高まる中、聖

ルカ乳児保育園の新園舎への移

転を進めることで、未満児の受入

定員増につなげ、受け皿を確保し

た。 

保育者のニーズや入園希望に対

して受け皿を準備する。 

令和３年度から増加していないが、目標に向け達成する見

込みはあるか。 

具体的に認定こども園への移行に向けて進んでいる園はあ

るのか。 

Ｒ６年度 ５園      

Ｒ７年度 

(目標値) 

５園 

（R 元年度～Ｒ7 年度合計） 
     

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 食のまちづくり課 指標 No.３ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ キッチンスタジオ利用者数（食文化館のキッチンスタジオにて食の体験をした人数） 

 １ 基本目標 「ひとづくり」新たな時代を担う人を育むまち 

 ② 基本的方向 次代を担う子どもを育てる環境づくり 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
１,０９２人 

（Ｒ２年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 １,２００人 １,４３４人 Ａ 

生涯食育事業の充実および実施。 

義務食育事業の充実および実施。 

新たな生活様式に対応した食育

の取組み。 

利用者が固定化していることが

課題となっている。今後は今まで

利用が少なかった若い世代等に

対して、利用促進の取組みが必要

である。 

小学生の将来なりたい職業であるパティシエや料理人の体

験イベントを地元のフルーツや食材を使って行ってはどう

か。 

Ｒ４年度 １,４００人 ２，３６２人 Ａ 

生涯食育事業の充実および実施。 

義務食育事業の充実および実施。 

新たな生活様式に対応した食育

の取組み。 

SNS を活用した情報発信等の成

果により、若い子育て世代の利用

が増加した。引き続き、利用促進

に向けて、内容の充実や情報の発

信に取組む。 

 

Ｒ５年度 １,６００人 ２，４０６人 Ａ 

生涯食育事業の充実および実施。 

義務食育事業の充実および実施。 

新たな生活様式に対応した食育

の取組み。 

学校へのイベントチラシの配布

やオンライン予約を開始したこ

とで、若い世代の利用者が増加し

た。これからも、利用促進の取組

みを継続していく。 

中学生は部活動の地域移行で土日の部活動が無くなること

から、課外活動の選択肢の一つとして中学生向けの講座も

考えてほしい。パティシエを目指しているという子も良く

聞くので。 

Ｒ６年度 １,８００人      

Ｒ７年度 

(目標値) 
２,０００人      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 生涯学習スポーツ課 指標 No.４ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 学級・講座の受講者数（公民館等で開催した各種学級・講座の受講者数） 

 １ 基本目標 「ひとづくり」新たな時代を担う人を育むまち 

 ② 基本的方向 次代を担う子どもを育てる環境づくり 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
２,８００人 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 ２,２００人 ２,２２３人 Ｄ 

公民館などの社会教育施設を拠

点として、地域の素材や人材など

を活用し、住民一人一人が思いを

寄せて地域学習活動に取り組め

る講座等を企画、実施。世代間交

流、青年学級、高齢者学級等。 

コロナ禍においても、より充実し

た教室・講座を実施するため、他

団体との連携を強化する。 

 

Ｒ４年度 ２,４００人 ２，７４３人 Ｄ 

コミュニティセンターなどの社

会教育施設を拠点として、地域の

素材や人材などを活用し、地域学

習に取組める講座等を企画、実

施。世代間交流、青年学級、高齢

者学級等。 

他団体と連携しながら、各世代の

ニーズに合わせた教室・講座を実

施していく。 

世代間交流や地域学習などを通して育てることで、地域を

見直し、小浜市に残ってくれる子どもたちも増えると思う。

子どもたちが色々な経験をできる機会を設けていただきた

い。講座の中で、青少年育成や環境問題までできると素晴ら

しいと思う。 

Ｒ５年度 ２,６００人 ２,８３７人 Ａ 

コミュニティセンターなどの社

会教育施設を拠点として、地域の

素材や人材などを活用し、地域学

習に取組める講座等を企画、実

施。世代間交流、青年学級、高齢

者学級、料理教室等。 

教室・講座について広く周知し、

ニーズに合わせた内容で開催す

ることにより、市民の生涯学習の

機会の充実を図る。 

コミュニティセンター移行後も講座数は増えてきていると

話もあったが、各コミュニティセンターで講座数が減らな

いよう維持して欲しいと思う。講座数が減ると生涯学習を

学ぶ機会が減るので。 

Ｒ６年度 ２,８００人      

Ｒ７年度 

(目標値) 
３,０００人      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 未来創造課 指標 No.５ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ お試し体験住宅等を利用して定住に結び付いた人数（お試し体験住宅等の利用者のうち、本市への定住に結び付いた人数） 

 １ 基本目標 「ひとづくり」新たな時代を担う人を育むまち 

 ③ 基本的方向 社会の担い手となるひとを増やす環境づくり 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 

９人 

（Ｈ２７年度～Ｒ元年度合計） 

年平均１.８人 

― ― ― ― 

Ｒ３年度 ２人 ４人 Ａ 

お試し体験住宅の整備や、移住者

向けのサイトでの情報発信を行

った。各まちづくり協議会に対

し、就業環境を含めた移住者を受

け入れる体制づくりをしてもら

うよう働きかけている。 

コロナ禍で事業を推進するため

に、柔軟な受け入れ体制やオンラ

インの活用などが必要である。 

基準値と目標値がそれぞれ５年間の合計値となっており、

単年度ごとの評価をする際の比較がしにくい。 

Ｒ４年度 ２人 ０人 Ｄ 

お試し体験住宅の整備や、移住者

向けのサイトでの情報発信を行

った。各まちづくり協議会に対

し、移住者を受け入れる体制づく

りをしてもらうよう働きかけて

いる。 

お試し体験住宅の確保、地域にお

ける受け入れ体制の整備を行う。 

学生連携事業の継続的な受け入

れと地域内の事業理解の推進を

図る。 

 

Ｒ５年度 ２人 ３人 Ａ 

お試し体験住宅の整備や、移住者

向けのサイトでの情報発信を行

い、地区のまちづくり協議会など

と連携し、外部人材の積極的な受

け入れを促した。 

全国型移住支援金の導入および

創業や結婚新生活など、それ以外

の取り組みも併せて周知を図る。 

学生連携事業の継続的な受け入

れと地域内の理解の推進 

お試し体験住宅を利用してきた方と話をする機会もある

が、市役所の人からもらった資料以外の情報（スーパーやお

土産等）を知りたいという意見も多い。 

今後、お試し体験住宅を利用した人に、生活に密着した資料

を渡すと移住しやすくなるのでは。また、移住サポーターの

活用も検討して欲しい。 

Ｒ６年度 ２人      

Ｒ７年度 

(目標値) 

１０人 

（R3 年度～Ｒ7 年度合計） 

年平均２人 

     

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 商工振興課 指標 No.６ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 新規学卒者の地元就職率（新規学卒者のうち地元就職した者の割合） 

 ２ 基本目標 「しごとづくり」活力ある産業と雇用を創出するまち 

 ① 基本的方向 働きたくなる場と安定した雇用の創出 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
７３．０％ 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 ８０．０％ ７９．６％ Ｂ 

地元就職率向上のために、ふるさ

と仕事塾などのキャリア教育事

業を実施し、市内企業の認知度向

上や子どもたちの職業観醸成に

つなげる。 

就業、創業など、年代やニーズに

よる多様な働き方に対応した事

業内容を検討する。 

より具体的なふるさと探求学習（例えば、地域おこし協力

隊、市が活躍を期待する分野の専門家などの講演や体験活

動など）が、子どもたちの成長や達成感、さらにはキャリア

学習となり、地元に残る動機づけにならないかと思う。 

高校生の就職率は高いかもしれないが、就職後すぐに辞め

てしまうという話をよく聞く。就職率だけでなく、離職率も

大事だと思う。それを防ぐ環境づくりができないだろうか。 

Ｒ４年度 ８０．０％ ８３．６％ Ａ 

地元就職率向上のために、ふるさ

と仕事塾などのキャリア教育事

業を実施し、市内企業の認知度向

上や子どもたちの職業観醸成に

つなげる。 

就業、創業など、年代やニーズに

よる多様な働き方に対応した事

業内容を検討する。 

都会の企業には無い地元企業な

らではの強み・魅力を伝える。 

地元企業の良さを知ってもらってから就職してもらうこと

が必要。小浜市もふるさと仕事塾など色々なことをやって

いる。地元の企業の魅力を、中学生から高校生の進路を決め

るまでの間に伝えて、選択肢として地元に帰ってくる意識

を持ったまま出て行ってもらうことが重要だと思う。 

Ｒ５年度 ８０．０％ ８３．５％ Ａ 

地元就職率向上のために、キャリ

ア教育を推進し、市内企業の認知

度向上のため学生と市内企業と

のマッチング機会を創出し、雇用

のミスマッチを減らす。 

就業、創業など、年代やニーズに

よる多様な働き方に対応した事

業内容を検討する。 

関係機関と連携してマッチング

機会の創出に取り組んでいく 

新規学卒者の地元就職者数の男女比は男性 65％、女性 35％

と説明があったが、男女比の差があるのは心配であるし、女

性が少ないというのは自分の身の回りでも感じている。 

男女比のアンバランスを解消できるように、女性の視点を

もった施策を考えて欲しい。親世代についても小浜で就職

するメリットなどの意識醸成や情報共有を図ることが必要

だと思う。 

Ｒ６年度 ８０．０％      

Ｒ７年度 

(目標値) 
８０．０％      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 商工振興課 指標 No.７ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ ＵＩターン就職者の数（ＵＩターン者のうち地元就職した人数）（延べ数） 

 ２ 基本目標 「しごとづくり」活力ある産業と雇用を創出するまち 

 ① 基本的方向 働きたくなる場と安定した雇用の創出 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
１３３人 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 ４１０人 
３５５人 

（Ｒ３年度１３３人） 
Ｃ 

企業誘致活動の推進。 

サテライトオフィス誘致に向け

た体制整備。 

学生や保護者への市内企業の情

報発信。 

若者や女性を惹きつける企業を

誘致することで、ＵＩターン者な

どの働き手の確保を目指す。 

県外、市外へ学業や就職のために出た人が戻ってきやすい

職業や産業、雇用をどのように整えていくのかについて、何

か計画はあるのか。 

若者や女性を惹きつける企業誘致を目指すということだ

が、現在小浜にある企業が若者や女性を惹きつけられるよ

うになる施策はないのか。女性が働きやすい設備が整って

いない企業もあるように思う。 

Ｒ４年度 ５５０人 
４８９人 

（Ｒ４年度１３４人） 
Ｂ 

新たな企業の進出を推進する。 

サテライトオフィス誘致に向け

た体制整備。 

学生や保護者への市内企業の情

報発信。 

サテライトオフィスを採用して

いる企業を誘致しＵＩターン者

などの働き手を確保する。 

今後の企業誘致に向けた方針の

検討。 

小浜市は他のところに比べて家賃が高いように感じる。１

人暮らしの若者に優しくない。例えば、Ｕ・Ｉターン者への

手当てとして家賃補助を充実させてはどうか。 

Ｒ５年度 ６９０人 
６６３人 

（Ｒ5 年度１７４人） 
Ｂ 

小浜市の魅力を生かした企業誘

致活動の推進（サテライトオフィ

ス含） 

企業とのマッチング機会創出

を図るため若狭東高校において

企業研究会の実施。 

企業誘致戦略の策定、企業振興助

成金の見直し、企業とのマッチン

グ機会の創出、新卒者やＵ・Ｉタ

ーン者などの人材確保 

 

Ｒ６年度 ８３０人      

Ｒ７年度 

(目標値) 

９７０人 

（R 元年度～Ｒ7 年度合計） 
     

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 商工振興課 指標 No.８ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 空き店舗等を活用する事業所数（空き家や空き店舗を活用して起業・事業を行った件数）（延べ数） 

 ２ 基本目標 「しごとづくり」活力ある産業と雇用を創出するまち 

 ① 基本的方向 働きたくなる場と安定した雇用の創出 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
２件 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 ７件 
６件 

（Ｒ３年度２件） 
Ｃ 

主に中心市街地における賑わい

創出のための空き家・空き店舗を

活用した創業支援の実施。 

創業支援関係制度の整理。 

分散している創業相談窓口を商

工会議所へ集約し、相談・支援含

めたワンストップ化 

継続的な支援のための財源の確

保。 

 

Ｒ４年度 １０件 
８件 

（Ｒ４年度２件） 
Ｃ 

多様化する創業ニーズに応じた

創業支援制度の創設・実施 

創業後のフォローアップ体制の

構築。 

継続的な支援のための財源の確

保を行うとともに、情報発信に努

める。 

 

Ｒ５年度 １４件 
１０件 

（Ｒ５年度２件） 
Ｃ 

多様化する創業ニーズに応じた

創業支援の実施 

創業後のフォローアップ体制の

構築。（新規創業者情報の発信な

ど） 

創業希望者が必要とする情報の

収集、発信。 

創業された後の具体的なフォローアップ体制はどうか。 

創業の補助金もあると思うが、補助金を活用された方が創

業してどうだったか、この補助があって良かったのか、他に

もこのような事に困っている等の意見をくみ上げ反映する

ことで、この補助金を活用する人が増えると思う 

Ｒ６年度 １７件      

Ｒ７年度 

(目標値) 

２０件 

（R 元年度～Ｒ7 年度合計） 
     

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 農政課 指標 No.９ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 担い手への農地集積率（農地面積のうち、担い手の農地が占める割合） 

 ２ 基本目標 「しごとづくり」活力ある産業と雇用を創出するまち 

 ② 基本的方向 地域資源を活かし、新しい技術を取り入れる産業振興 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
５２．２％ 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 ７０．３％ ５５．８％ Ｂ 

人・農地プランの作成、農地中間

管理事業の活用、中心経営体の設

立・法人化支援。 

各経営体の経営計画・投資計画の

策定と実行支援、多面的機能支払

交付金の活動組織の体制強化支

援。土地改良事業の推進。就農希

望者の募集、育成。 

山間部は遊休化した農地が多く

集積が進んでいない。耕作条件が

特に悪いため、担い手が生まれに

くく課題となっている。 

高齢化の問題があり、農業の後継者が育っていない。将来性

のあるような農政を考えてほしい。近隣では観光農園が増

えているので、検討をしてもよいのではないか。 

Ｒ４年度 ７５．１％ ５６．７％ Ｂ 

農地中間管理事業の活用、中心経

営体の設立・法人化支援。 

将来性のある農業経営ができる

よう各経営体の経営計画・投資計

画の策定と実行支援、多面的機能

支払交付金の活動組織の体制強

化支援。 

土地改良事業の推進。就農希望者

の募集・育成。 

高齢化による担い手不足が課題

となっている。 

担い手を中心に話合いを通じた

地域計画策定が将来性のある農

業へとつながるため、取り組みを

確実に行っていく。 

観光農園を含めた新たな営農形

態についても模索していく。 

「地域資源を活かし、新しい技術を取り入れる産業振興」と

あるが、農業の持続性で考えるのなら、お米作るだけではな

くて野菜とか単価の高いものに切り替えていくようなこと

も必要ではないか。質を高める、あるいは単価を高めるとい

ったところでスマート化も必要だと思う。やり方によって

は、まだまだ伸びるところだと思うので、商工とか色々な一

次産業と結びついていければよい。 

Ｒ５年度 ８０％ ５７．３％ Ｂ 

農地中間管理事業の活用。 

将来性のある農業経営ができる

よう各経営体の経営計画・投資計

画の策定と実行支援 

土地改良事業の推進。就農希望者

の募集・育成。 

山間部は遊休化した農地が多く

集積が進んでいない。耕作条件が

特に悪いため、担い手が生まれに

くく課題となっている。 

また、高齢化による担い手不足が

課題となっている 

山間部は耕作条件が悪く、担い手も高齢化しがちである。 

山間部であることを利用し、「山奥の冷たい清らかな水で作

った特別なお米」のような価値を付け、他の米より価値を上

げていかないと耕作条件を補うのは難しいのではないか。 

Ｒ６年度 ８０％      

Ｒ７年度 

(目標値) 
８０％      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 文化観光課 指標 No.１０ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 観光交流人口（市内の観光施設等に訪れた観光客数） 

 ２ 基本目標 「しごとづくり」活力ある産業と雇用を創出するまち 

 ③ 基本的方向 地域資源を活用した交流人口の増加 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
１８９万人 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 １１７万人 １１３万人 Ｄ 

おばま観光局、若狭おばま観光協

会、県、ＪＲ、および大手旅行会

等と連携して、地域資源を生かし

た周遊・滞在型観光の旅行商品を

開発。また、食を看板とした観光

の「目的地」として選ばれるよう、

食を軸に、滞在型観光と組み合わ

せた旅行商品の開発や情報発信

に取り組んでいる。 

新幹線敦賀開業に向けて、引き続

き、民間を主体とした事業の支援

を行うとともに、観光事業者をは

じめ、地域全体による敦賀開業時

の「おもてなし」などの機運醸成

が急務となっている。 

 

Ｒ４年度 １８９万人 １２０万人 Ｄ 

小浜でしか食べられない食を観

光の目的とする「食観光」を推進

するため、市内飲食店や生産者を

対象としたワークショップを開

催するなど、民間事業者を中心と

した受入れ体制の充実に向けた

仕組みづくりに取り組んだ。 

北陸新幹線敦賀開業が迫る中 

未だ観光事業者の気運の高まり

が鈍いため、引き続き地域の気運

醸成に取組むとともに、小浜を訪

れた観光客へのおもてなしの充

実を図り、リピーター確保にも取

組む。 

飲食店などの情報の共有について、色々な発信手段を使い、

どのように広めるかを、もっと大事にしてほしい。 

小浜市には山川登美子という偉人もいるので、日本中から

短歌を一筆するイベントをしてはどうか。 

Ｒ５年度 ２００万人 １３０万人 Ｄ 

日本遺産や食を始めとする地域

資源、観光資源を活用し、小浜ら

しい滞在型観光を創出するため、

「おいしいＯＢＡＭＡ食の手帖」

を発行し、「小浜でしか食べられ

ない食」を提供する飲食店として

20店舗を掲載した。 

北陸新幹線敦賀開業を受け、受け

入れ体制のさらなる充実に向け

た取組みが重要となるため、今後

は観光客の動向などを見極めな

がら、関係機関との連携による効

率的な事業展開に取り組む。 

小浜の食は十分なポテンシャルを持っていると思う。例え

ば「御食国」というキーワードを軸にするなど、ブランド化

による価値の向上、認知度向上が必要と感じる。 

嶺南市町が一体となって、ブランド化するなど広域的に取

組む必要もあるのでは。 

Ｒ６年度 ２００万人      

Ｒ７年度 

(目標値) 
２０４万人      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 文化観光課 指標 No.１１ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 観光消費額（観光客による宿泊費、交通費、土産代、入場料等の合計額） 

 ２ 基本目標 「しごとづくり」活力ある産業と雇用を創出するまち 

 ③ 基本的方向 地域資源を活用した交流人口の増加 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
１０９億円 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 ７０億円 ８９億円 Ｄ 

宿泊者数を増やし、観光消費額を

増加させるため、おばま観光局や

市内の観光事業者が中心となり、

施設の高付加価値や、特産品を活

用したお土産物の開発（パッケー

ジ含む）に取り組んでいる。 

観光の「目的地」として選ばれる

よう、宿泊施設や食の提供などの

受け入れ体制の整備に加え、人材

の育成が急務である。 

 

Ｒ４年度 １０９億円 ８９億円 Ｄ 

おばま観光局が中心となり、道の

駅若狭おばまのリニューアルや

商品開発、市内の宿泊客の受入可

能数（ベッド数）を拡大していく

ための新たな投資を行った。 

市内におけるキャッシュポイン

トの拡大や客単価の向上に加え、

宿泊プランや土産物を含む観光

商品の高付加価値化を図ってい

く必要がある。 

来ていただいたお客様をリピーターとして獲得すること

や、そのために情報発信するなど、お客様のニーズに応える

かが大事だと思う。若者のほとんどがカード決済をしてお

り、キャッシュレス化の必要性を感じる。 

Ｒ５年度 １２５億円 ９９億円 Ｄ 

おばま観光局が中心となり、引き

続き、道の駅若狭おばまの商品開

発やインバウンド等に対応する

ため飲食店における翻訳アプリ

の導入支援等を行った。 

北陸新幹線敦賀開業を受け、市内

店舗におけるデジタルデバイス

等を活用した消費喚起、利便性向

上について更なる理解促進、並び

に観光商品の高付加価値化の普

及拡大が必要 

観光消費額は昨年と比べ増えているが、一人当たりの額は

どうか。観光交流人口から単純に消費額を割らせてもらう

と、一人当たり 7,600 円の消費となるが、その額だと日帰

りの観光客が多いと感じる。 

新幹線が開通して敦賀からの直行バスも走っていると思う

が、そこから小浜にどうつながっていくのかという二次交

通の所もフォローしていただきたい。 

Ｒ６年度 １２６億円      

Ｒ７年度 

(目標値) 
１２８億円      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 文化観光課 指標 No.１２ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 教育旅行受入者数（市内施設等における教育旅行受入者数） 

 ２ 基本目標 「しごとづくり」活力ある産業と雇用を創出するまち 

 ③ 基本的方向 地域資源を活用した交流人口の増加 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
５,９３５人 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 ２,２００人 ３,１１３人 Ｄ 

ブルーパーク阿納や、御食国若狭

おばま食文化館、小浜市水産業拠

点施設（旧田烏小学校）などの市

内受入れ施設の充実に加え、若狭

湾観光連盟と連携し、県の海浜自

然センター等を活用した広域連

携による教育旅行のプログラム

の造成に取り組んでいる。 

地域資源を活用した、新たな教育

旅行プログラムの開発や、人材の

育成・確保など受入れ体制を整備

するとともに、これまでの中京圏

に加え、関西圏や関東圏への情報

発信が必要である。 

 

Ｒ４年度 ５,９００人 ５，４１９人 Ｄ 

長引くコロナ禍の影響下におい

ても県内の教育旅行を受け入れ

るなど、リピーターの拡大にも積

極的に取り組んでいる。 

現状では受入れ可能人数に限界

が生じているため、体験メニュー

の充実とともに受入れ地域等の

拡大が急務である。 

 

Ｒ５年度 ６,３００人 ５，１８５人 Ｄ 

現在は受入体制や受入人数も通

常に戻っており、ブルーパーク阿

納や、御食国若狭おばま食文化館

を中心し、リピーターの拡大およ

び新規の受入れに取り組んでい

る。 

今後、目標を達成するため受け入

れ先のエリアの拡大や体験メニ

ューの拡充が必要である。 

新たな体験の場の開発が必要と思うが、現在の施設の受入

人数も限界にきているという見解もあり、数値を見ている

と 6,000人くらいが限界かなと思う。 

受入拡大に向けては、行政が応援し、地域でお手伝いしない

と地元だけでは厳しい状況だと思う。 

Ｒ６年度 ６,６００人      

Ｒ７年度 

(目標値) 
７,０００人      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 文化観光課 指標 No.１３ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 国際交流関係イベントへの参加者数（市内の国際交流関係グループが実施するイベント等への参加者数） 

 ２ 基本目標 「しごとづくり」活力ある産業と雇用を創出するまち 

 ③ 基本的方向 地域資源を活用した交流人口の増加 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
１,６４１人 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 ８００人 ６０３人 Ｄ 

歴史的な物語を活かした国際交

流・都市間交流を推進。 

国際交流のつどい、西安・慶州と

のＷＥＢ交流を実施。 

新型コロナウイルス感染症の影

響はあるが、徐々にでも相互交流

が図れるよう、関係団体等と調整

する。 

 

Ｒ４年度 １,２００人 １，１８３人 Ｄ 
歴史的な物語を活かした国際交

流・都市間交流を推進。 

西安とのＷＥＢ交流を実施。 

社会情勢を勘案しながら、少しず

つ通常通りの交流に移行できる

ように関係団体と協力・調整す

る。 

 

Ｒ５年度 １,６００人 １，１９８人 Ｄ 

国際交流七夕のつどいと REINAN

国際交流のつどいの再開 

５年振りに日本語ボランティア

入門講座が開催されるなど、市内

における国際交流活動は再開さ

れている。 

関係団体と協力して、年々変化す

る社会情勢に合わせた交流方法

や、新たな取り組みについて検討

していく 

 

Ｒ６年度 １,９００人      

Ｒ７年度 

(目標値) 
２,２００人      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 生活安全課 指標 No.１４ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 自主防災組織の結成団体数（自主防災組織の登録団体総数） 

 ３ 基本目標 「まちづくり」安全・安心に暮らせる住み心地の良いまち 

 ① 基本的方向 安全・安心な暮らしの確保 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
１１２団体 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 １２０団体 １２０団体 Ａ 

自主防災組織未結成区への働き

かけとして、出前講座や防災士の

会と連携した事業（研修会等）の

実施。 

自主防災組織の設立に係る経費

等への補助。 

自主防災組織の結成・登録を促進

させるため、出前講座等による啓

発を行う。防災士の会との関係性

を構築し、地域の防災活動を支援

する。 

１２０団体いずれもが活動を実施しているのだろうか。休

眠状態あるいは解散状態のところはないか。 

Ｒ４年度 １３０団体 １２１団体 Ｂ 

自主防災組織の結成率の低い地

区の区長会に出向く等、組織結成

に向けた働きかけを継続。 

自主防災組織の設立に係る経費

等への補助。 

自主防災組織の結成・登録を促進

させるため、出前講座等による啓

発を行う。防災士の会との関係性

を構築し、地域の防災活動を支援

する。災害時の連携を進めていく

ため地区単位での組織の結成を

推進する。 

 

Ｒ５年度 １４０団体 １３４団体 Ｂ 

自主防災組織の結成率の低い地

区の区長会に出向く等、組織結成

に向けた働きかけを継続。 

自主防災組織の設立に係る経費

等への補助。災害時の地域防災力

を向上させるため、地区での防災

訓練の実施を推進。 

自主防災組織の結成・登録を促進

させるため、イベント、研修会、

出前講座等を通じて啓発を行う。 

防災マップの作成団体数を増加

させるため、研修会や出前講座等

で周知を行うとともに、作成事例

を活用した横展開を進める。 

 

Ｒ６年度 １４７団体      

Ｒ７年度 

(目標値) 
１４７団体      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 生活安全課 指標 No.１５ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 地域防災マップの作成団体数（地域防災マップを作成した自主防災組織数） 

 ３ 基本目標 「まちづくり」安全・安心に暮らせる住み心地の良いまち 

 ① 基本的方向 安全・安心な暮らしの確保 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
０団体 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 ５団体 ３団体 Ｂ 

「地域で作ろう！わがまち防災

マップ等作成支援事業」を実施

し、自主防災組織による地域防災

マップの作成を推進。 

防災マップの作成件数を増加さ

せるため、自主防災組織への啓発

活動を行う。 

Ｒ７目標値との開きが大きくて、今のままでは到底達成で

きるとは思えないが、何かてこ入れ策は考えているのか。防

災意識向上を狙いとした、マイハザードマップやマイタイ

ムラインの作成などをセットにしたワークショップなどを

やるべきと思うがどうか。 

Ｒ４年度 １０団体 １０団体 Ａ 

「地域で作ろう！わがまち防災

マップ等作成支援事業」を継続し

て実施し、未作成団体へのマップ

作成を推進。 

防災マップの作成件数を増加さ

せるために自主防災組織への啓

発活動を行う。また、作成事例を

活用した横展開を行い、地域での

防災意識の向上を図ることで防

災マップ作成につなげる。 

 

Ｒ５年度 １５団体 ２０団体 Ａ 

「地域で作ろう！わがまち防災

マップ等作成支援事業」を継続

し、未作成団体へのマップ作成に

ついて訓練や研修会等を通じて

積極的に周知。 

防災マップの作成団体数を増加

させるため、研修会や出前講座等

で周知を行うとともに、作成事例

を活用した横展開を行い、地域住

民の自助・共助の意識の向上を図

ることで防災マップ作成につな

げる。 

 

Ｒ６年度 ３０団体      

Ｒ７年度 

(目標値) 
５０団体      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 生活安全課 指標 No.１６ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 防災メール登録者数（小浜市の防災メールへの登録者数） 

 ３ 基本目標 「まちづくり」安全・安心に暮らせる住み心地の良いまち 

 ① 基本的方向 安全・安心な暮らしの確保 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
１,３９２人 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 １,５００人 １,５９２人 Ａ 

区への周知や広報おばまでのＱ

Ｒコードの掲載（毎月）、出前講

座等を通じて登録の呼びかけを

実施。 

登録者数を増加させるため、講演

会や研修会等の参加者や関係団

体等へ周知を行う。 

１０年ほど前から運用していると思うが、登録者数が少な

い。人口比にしても少ない。小学校の入学時や各種会合の機

会に周知すれば伸びるのではないか。 

台風やクマなど情報を分けて、使い勝手がよいようにでき

ないだろうか。 

サイトの文字が小さく、登録へのハードルが高いように感

じた。ＬＩＮＥの方が登録しやすいので検討してはどうか。 

Ｒ４年度 １,６００人 １，７５５人 Ａ 

区への周知や広報おばまでのＱ

Ｒコードの掲載（毎月）、出前講

座を通じた周知に加え、講演会や

研修会等の参加者、関係団体等へ

の登録の呼びかけを実施。 

登録者数を増加させるため、担当

課だけでなく、発信する情報に関

連する課からも、研修会や各種会

合等を通じた普及啓発を図る。 

 

Ｒ５年度 １,７００人 １，９７２人 Ａ 

区への周知や広報おばまでのＱ

Ｒコードの掲載（毎月）、出前講

座を通じた周知に加え、講演会や

研修会等の参加者、関係団体等へ

の登録の呼びかけを実施。 

登録者数を増加させるため、引き

続き、担当課だけでなく、発信す

る情報に関連する課からも、研修

会や各種会合等を通じた普及啓

発を図る。 

福井県警のアプリの「ふくいポリス」もダウンロードしてお

り、そちらでは子どものスマホの犯罪や不審者の情報等の

様々な情報が入る。個人的には、ふくいポリスの方が小浜市

の防災メールより良く見るという事もあり、可能ならば、ふ

くいポリス上で市町の情報も併せて載せていただけると良

いと思う。 

Ｒ６年度 １,８００人      

Ｒ７年度 

(目標値) 
１,９００人      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： 高齢・障がい者元気支援課 指標 No.１７ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ ふれあいサロン設置区数（高齢者等を対象とした交流サロンを設置している行政区数） 

 ３ 基本目標 「まちづくり」安全・安心に暮らせる住み心地の良いまち 

 ② 基本的方向 心身ともに健康で、いきがいのある生活の実現 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
１１４区 

（Ｒ２年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 １１４区 １１４区 Ｃ 

コロナ禍でも可能な方法を模索

しながら、各種事業を実施。その

中で、知識の普及啓発、健康行動

の実践支援、人のつながりを促す

活動支援を行っている。 

コロナ感染症と共生の方向で、健

康の保持増進に欠かせない人と

の交流や社会参加を促す活動が、

安全に実施できるよう支援が必

要。 

設置区数がこれだけ多ければ、もう数ではなく質をＫＰＩ

とすべきではないか。たとえば年間サロン開催数とか、利用

者満足度など。 

高齢になりながらも、地域社会において自分の役割を果た

して、生き生きと活躍していることを表す指標とするべき。 

サロンを実施するにあたり、リーダーの人に負担がかかっ

ているのではないか。広がっていかない一因だと思う。 

Ｒ４年度 １１４区 １１４区 Ｃ 

一般介護予防事業、地域介護予防

活動支援事業、認知症関連事業、

生活支援体制整備事業、フレイル

予防事業の効果的な実施。 

新しく子ども未来課、市民福祉課

と連携して高齢者の保険事業と

介護予防の一体的事業を実施。 

感染症対策の中で希薄した人と

の交流や社会参加の機会を再構

築し、集う機会の再開や開催回

数、参加人数の増加、交流を促進

する内容の実施に向けた支援が

必要。 

休眠状態のサロンや、サロンを辞めた地域へも支援をお願

いしたい。サロンに行きたいのに行けないという方もいる

と思うので、辞めたサロンの再支援が必要かと思う。 

Ｒ５年度 １１５区 １１５区 Ａ 

一般介護予防事業、地域介護予防

活動支援事業、認知症関連事業、

生活支援体制整備事業、フレイル

予防事業の効果的な実施、高齢者

の保険事業と介護予防の一体的

事業を実施。 

コロナ感染後に中断している会

場もあるため再開できるよう支

援が必要。（新規に開始した会場

が１か所、再開ができた会場が３

か所あった。） 

ふれあいサロン設置区数について、サロンの主催者も高齢

化しており、活動を休止している所も出てきていると思う

が、どのようなフォローをしているか。 

ふれあいサロンの運営については、民生委員が中心となる

ことが多いが、民生委員の任期がきれる３年後に引継ぐ人

がいないということから休止となる場合が多いと聞く。 

Ｒ６年度 １１６区      

Ｒ７年度 

(目標値) 
１１７区      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 



まち・ひと・しごと創生 第２期小浜市総合戦略 評価シート 担当課： コミュニティ支援課 指標 No.１８ 

 

【基本情報】 ＫＰＩ 市民提案事業件数（市民および団体が主体となった企画提案・実施事業の件数） 

 ３ 基本目標 「まちづくり」安全・安心に暮らせる住み心地の良いまち 

 ③ 基本的方向 市民一人ひとりが活躍する住み心地の良い地域づくり 

 

【指標達成状況】 

年度 目 標 結果 評価 取組状況等 次年度に向けての課題等 有識者会議からの意見 

(基準値) ― 
９件 

（Ｒ元年度） 
― ― ― ― 

Ｒ３年度 ９件 ６件 Ｄ 

「いいとこ小浜づくり協働推進

事業」により、地域の課題解決に

つながるまちづくり事業の提案

を募集。審査を経て事業を採択、

実施。 

事業の周知を図り、さらなる協働

の担い手の発掘に努める。 
 

Ｒ４年度 １０件 ６件 Ｄ 

「いいとこ小浜づくり協働推進

事業」により、地域の課題解決に

つながるまちづくり事業の提案

を募集。審査を経て事業を採択、

実施。 

市民提案事業に新たなコースを

設立し、申請の勧奨を図る。 
 

Ｒ５年度 １０件 ８件 Ｄ 

これまでの「いいとこ小浜づくり

協働推進事業」に加え、今年度よ

り、提案をしやすい新コースを導

入したことで申請件数が増加し

た。 

新コースも含めた更なる制度の

周知等により申請件数の増加を

目指す。 

 

Ｒ６年度 １１件      

Ｒ７年度 

(目標値) 
１２件      

※評価欄の記号 Ａ･･･目標値に到達し、基準値より数値が上昇（達成）／Ｂ･･･目標値に到達していないが、数値が上昇（順調）／Ｃ･･･基準値と数値が同一（停滞）／Ｄ･･･基準値より数値が下降（縮小） 


